
市
長
は
６
月
議

会
に
続
い
て
９
月

議
会
で
も
「
廃
止

問
題
は
・
・
市
町

村
に
と
っ
て
は
極

め
て
迷
惑
」
と
答

弁
（
地
元
紙
）
。

後
期
高
齢
者
医
療

制
度
へ
の
高
齢
者
・

国
民
の
怒
り
に
心

を
寄
せ
よ
う
と
も

し
な
い
答
弁
で
す
。

地
元
５
つ
の
医
療
機
関

の
長
が
連
名
で
「
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
の
中
止
・

撤
回
を
求
め
る
請
願
署
名
」

の
呼
び
か
け
を
発
表
さ
れ

て
ま
し
た
。

呼
び
掛
け
人
の
５
氏
は
、

岡
本
豊
洋
さ
ん
（
医
療
法

人
岡
本
病
院
理
事
長
）
・

河
本
一
成
さ
ん
（
や
ま
し

ろ
健
康
医
療
生
協
・
あ
さ

く
ら
診
療
所
長
）
・
関
浩

さ
ん
（
京
都
府
保
険
医
協

会
理
事
長
・
関
医
院
院
長
）
・

増
田
道
彦
さ
ん
（
京
都
府

保
険
医
協
会
副
理
事
長
・

宇
治
徳
州
会
総
長
）
・
村

上
利
樹
さ
ん
（
宇
治
病
院

院
長
）
で
す
。

「
お
医
者
さ
ん
が
名
を

出
し
て
、
中
止
を
訴
え
て

く
だ
さ
り
、
勇
気
を
も
ら
っ

た
。
」

「
市
民
と
お
医
者
さ
ん

と
力
を
合
わ
せ
て
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
の
廃
止
の

世
論
を
大
き
く
し
た
い
」

「
国
保
料
引
き
下
げ
」

「
子
ど
も
の
医
療
費
の
就

学
前
ま
で
無
料
」
を
求
め

る
請
願
が
、
自
公
民
の
市

長
与
党
の
反
対
で
不
採
択

に
な
り
ま
し
た
（
賛
成
は

共
産
・
社
会
な
ど
）
。

今
度
は
市
長
を
代
え
て

実
現
し
ま
し
ょ
う
。



市長は、地元住民の声を無視して、深夜に職員

を動員して２度も開浄水場の廃止強行を試みまし

た。現在、地元市民３１２人が「廃止しないで」

と裁判で市を訴えています。

05年8月、大久保小学校の建替えに併せて消防分

署の合築を発表。保護者も先生も寝耳に水。地域

の運動で合築をストップしました。

保育所入所を待つ待機児１００人もいるのに、

公立槙島保の廃園と民間園の新設を提起。関係者

の納得も無いのに、民間園の用地取得費を９月議

会に上程し強引に可決。

05年12月、市民不在で２市２町の任意合併協議

会を発足。大義もメリットもなく07年8月に破たん。

05年４月、北小倉保育所を民間に無償譲渡。公

的保育の充実が問われているのに、民営化を推進。

「
宇
治
・
防
災
を
考

え
る
市
民
の
会
」
（
志

岐
常
正
代
表
）
は
９
日
、

天
ケ
瀬
ダ
ム
再
開
発
・

毎
秒
１
５
０
０
ト
ン
放

流
計
画
の
中
止
・
見
直

し
を
求
め
る
要
請
署
名

４
０
９
２
人
分
を
府
・

宇
治
市
へ
提
出
し
ま
し

た
。宇

治
市
で
は
、
担
当

理
事
が
「
大
戸
川
ダ
ム

も
天
ケ
瀬
再
開
発
も
必

要
と
の
判
断
が
さ
れ
た

こ
と
を
評
価
す
る
」
と

の
べ
た
の
に
対
し
、

「
市
民
の
安
全
を
守
る

点
で
ま
と
も
な
検
討
が

さ
れ
て
い
な
い
。
府
に

賛
成
の
コ
メ
ン
ト
を
し

て
も
ら
っ
て
は
困
る
」

な
ど
と
指
摘
し
ま
し
た
。

同
会
は
国
交
省
に
４

２
３
５
人
分
を
提
出
。


